
企業等による地方創生 SDGs調査・研究会(第 5回)の開催結果について 

(概要) 

 

〇日時：令和 7年 10月 31日 15:00-17:00 

 

〇場所：ハイブリッド(内閣府・オンライン) 

 

〇出席委員：竹ケ原座長、大塩委員、関委員、千田委員、薗田委員、月田委員、平松委員、 

横山委員、長谷川委員、宮垣委員 

 

〇議事総括： 

① 企業等による地方創生 SDGs取組事例ヒアリング結果 

▪ 委員からの意見は次のとおり 

 

➢ 対馬市の事例が非常に印象的であった。プレゼンにおいて、「課題の聖地」という表現を

されていたと記憶しているが、対馬市を海洋プラスチック問題などの課題解決に向けた

“聖地”としての旗を掲げることで、プロジェクトがマルチステークホルダー型になり、規模

も範囲も大きくなったのではないか。アピールの仕方やストーリー構成が多くのステーク

ホルダーを引き付ける要因の一つでないか 

➢ 最初に「旗を立てる」ことは難しいが、うまくできれば多くの人を巻き込める。課題のアピ

ールの仕方や考え方に工夫が必要であり、シンボル化よりもっと高い、人を惹きつける旗

を掲げることで多くの人が同じ目線で当該活動に参画するのではないか 

➢ 医療がこのままだと持続しない、若者がいなくなって限界集落化するなど、全国で同様

の状況が進行している。問題点を医療や交通インフラなど分かりやすく見える化し、取り

組みたい人が理解しやすい形で公表する必要がある 

➢ 類型化は難しいが、抽象度を上げてエッセンスを伝えることが重要。参考になる要素を

抽出すべき 

➢ 成功にはキーパーソンの存在が重要。公務員は保守的な傾向が強く、若手職員を巻き

込むことが鍵。中間組織や役割を具体的に示すことで、他地域が参考にしやすくなるの

ではないか 

➢ 事例集が「指南書」的役割を果たすことを期待。事例を参照した際に、何が起点となって

連携がスタートしたか、構成員は誰か等明確にできると良い 

➢ 全国を広く見ている立場の「言」が入ることで地域の個性が見出され、それが起点になっ

て取組が動き出す。その場合の中間支援機能は、「言」が担っているのではないか 

➢ 事例だけを見ると扱っている分野や関わっている組織が非常に大きく、自分たちの自治

体ではこんなに大きな問題を解決することはできないという印象を持ち、諦めてしまうケ

ースが出てきてしまうかもしれない。取り組んでいる内容は素晴らしいが、ハードルが高く

見えてしまうため、伝え方に工夫が必要だと考えている。実際にヒアリングした事例と、小

規模自治体の取り組みが同様のレベル感で十分に参照可能なケースもあると感じてい

る 

➢ 中心となる団体が全てを行っているように見えてしまうが、実際は団体の関わり方に濃淡



がある 

➢ キーマンが変わると取組の熱量が下がることがある。これをどう解決するか。例えばプラッ

トフォームがあり、後任に譲ってもプラットフォームを見ながら外野から応援できる流れが

あると、継続性が高まる。そういう仕掛けを考える必要があるのではないか 

➢ フォロワーの存在が非常に重要。リーダーだけでは成り立たず、周囲に伴走者がいるこ

とで組織活動に対するインパクトが生まれるのではないか 

➢ 地域課題をよく知っているのは地域の人とは限らず、外部の視点が入ることで課題をクリ

アにシンボル化し、言語化できる。SDGs 目標に紐付けて広くアピールする形でプレゼン

できると、資金も集めやすいと考える 

 

② 地方創生 SDGsの全体像と各主体の主な役割 

▪ 委員からの意見は次のとおり 

 

➢ 地域内の企業が中心になる場合もあるが、地域外の企業が自社の得意な技術やサービ

スを活かして、地域課題の解決に貢献している事例も多い。漁業や農業など、地域の課

題をテック企業や専門企業が解決している例もある。産業界の役割を「地域企業に限定

する」というニュアンスは弱めた方がよいのではないか 

➢ リーダー育成だけでなくフォロワー育成も重要ではないか。ファシリテーター育成講座や

DX講座を行い、人材を原動力として活かす仕組みを入れるべきだと考える 

➢ 地域という言葉の捉え方に注意が必要。現場では市町村単位で考えがちだが、もっと広

い視点で地域内外を含めて表現する必要がある。大学やメディアがない地域では「でき

ない」と思われがちだが、外部との連携も含めるべきではないか 

➢ 地域課題に取り組む中で、将来のメインプレイヤーだけでなく、外部のフォロワーを育て

る視点が必要。リーダー育成だけでなく、地域内外で「いいね」と言ってくれるフォロワー

を増やすことが重要ではないか 

➢ 自治体といっても都道府県、市町村など役割は異なる。「役割に応じて」等、それぞれの

団体の特性に応じた記載があってもよい。「官」が最終的に中心となり得る部分もあるの

で、方向性の共有、同じ方向を向くというメッセージも必要だと感じる 

➢ 産業界の役割について、SDGs の観点からは地域経済の成長や雇用創出といった文言

が必用ではないか 

➢ 「士」の役割は、ボトルネックの解消である。問題に気づかず突き進むことがないように支

援する役割が重要だと思う。また、「金」と重なるかもしれないが、助言や情報提供のポジ

ションも担っている。民と官の橋渡し役としての要素を記載に含めるべきと考える 

➢ リーダー育成だけでなく、事務局の育成も重要。リーダーだけが走っても、事務局が束

ねなければ組織は続かないのではないか 

➢ 産官学金労言士全体でリスクを取って取り組むべき。「産」が主にリスクを取るという原則

はあるが、「産」がリスクを取れない地域もある。自治体や金融機関が事業主体としてリス

クを取る発想も必要ではないか 

 

以上 


